
会 議 報 告 書 

会議名 令和４年度 第２回三島市民生涯学習センター運営委員会議 

日 時 令和５年２月 16日（木） 午後１時 30分から２時 45分まで 

場 所 三島市民生涯学習センター ３階 講義室 

出席者 

センター 

運営委員 

白井委員長、本持委員、朝日委員、服部委員（代理：飯塚）、 

碓井委員、岩塚委員、久保田委員 

事務局側 
鈴木教育推進部長、若林生涯学習課長、米山図書館長、 

寺田文化財課長、星谷係長、稲木係長、堤主事 

傍聴人 なし（公開会議、傍聴人定員 2名） 

項 目 趣  旨 

１ 開 会 

 

 

２ 教育推進 

部長挨拶 

 

 

３ 運営委員長

挨拶 

 

 

４  議  題 

（報告・協議） 

 

 

 

 

 

委員 

生涯学習係長 

 

 

５  報告事項 

 

 

 

 

●教育委員会 

 教育推進部長より挨拶 

 

 

●センター運営委員 

 運営委員長より挨拶 

 

 

（１） 令和４年度施設運営報告について 

生涯学習係長より資料に沿って説明  

（２） 令和４年度事業報告について 

各課より資料に沿って説明  

 

 

（質問） 

ＷｉＦｉアクセスポイント機器を取り替えた原因は何か。 

設置から 10年が経過しているため、経年劣化が原因となり、不具合が生じた。 

 

 

（１） WEB予約について 

生涯学習係長より資料に沿って説明  

（２）  包括管理委託について 

生涯学習係長より資料に沿って説明  

（３）  屋上防水改修工事について 

 生涯学習課事務局より資料に沿って説明 



 

 

 

 

 

委員長 

図書館長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員長 

 

女性青少年係長 

 

委員 

 

生涯学習課長 

（４）  デジタル活用による図書館のオンライン化・自動化について 

図書館長より資料に沿って説明 

 

 

（質問） 

貸出はまとめて出来るが、返却は１冊ずつとなっている。効率的か。 

貸出は10冊程度がまとめて可能であり、機械がICカードを読み込み、瞬時にレシート

を発行する。返却は自動返却機の入口が滑り台のようになっており、ICカードを読み込

む機械が入っているため、１冊ずつであるが、複数冊を続けて返却しても機械が反応す

る。「統一しないか」との意見もあるが、この方法で運用している。 

これからの時代は対面が重要。機械に頼るだけでなく、一つ一つの細かい心遣いが

あってのデジタル化である。これからデジタル化を進めるにあたり、心がなくならないよう

に気をつけてほしい。 

中央女性学級は女性中心であるが、現在「人生１００年時代」となり、高齢化が進んで

いるため、女性のみ活動していくことは今の時代からずれているのではないか。男性も

一緒に活動して良いのではないか。 

 教育委員会点検評価委員会の中で、戦後、女性の権利が一般的になってきた経緯

の中で、女性教育を特化して進めてきており、その時代に強請されたものが続いている

というものである。数年前にこのような観点を反映し、女性団体を男女均等に改善する

試みがあった。しかし、従前団体は残してほしいという希望もある。既存の女性団体は

従前の活動をしつつ、女性に特化したものではなく、男女均等な事業を行い、将来に

向けて名残を払拭していきたい。 

生涯学習まつりの際に、男性の方が中央女性学級の場所に入っていいのか戸惑っ

ており、「入会したい」との希望もあった。また、展示を見ている方より、「他市町では他

市町の方でも入れるところもあるが、三島市はどうなのか」と尋ねられた。団体が高齢化

しており、70.80代が多く、新規の方が入会しないので、先ほど指摘のあったことに同感

である。 

中央女性や女性教育等女性という名称が悪く、高齢者教育事業とすれば男性も入り

やすくなるのでないか。担当の職員がそのように変えていけば良い。団体名を女性では

なく、共同や共生等に変えたら良いのではないか。 

生涯学習まつりは近隣の市町村から参加する方が多く、男性の方も活動したいという

方が多い。高齢化により会員が少なくなり縮小されている中で、範囲を広げて会員数を

増やし、センターを活用していただけることは三島市にとっては重要だと思う。 

今後はそのような方向で進めていけたらと思う。代表者が三島市民なら良いのか。予

約する方が三島市民なら良いのか。 

 中央女性学級に男性も入会できる仕組みへ変更する件については、意見を持ち帰

り、団体の皆様と相談しながらよりよいものに変えていきたい。 

 少年少女発明クラブは80人以上の応募者の中から57人受講とのことだが、興味ある

子供たち全員が参加出来るような仕組みづくりをお願いしたい。 

 希望者が少子化の中増えていることは有難い。部屋の広さ、指導員の人数も影響し



（続き） 

 

 

６ その他 

 

 

７ 閉 会 

 

ているので、２つの要素を検討させていただく。 

 

 

文化財課長より資料に沿って説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


